
第９・１０回交流セミナーを実施しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第９・１０回療育センター交流セミナーをオンライン開催しました。 

 北九州地区を中心に福岡県内から小児在宅医療に関心のある方々を対象に、各回約１４０名の

お申し込みをいただきました。 

参加された方々からは、「療育センターでの聴覚障がい児の診察・療育の流れ、他機関との連

携等がよくわかりました。今後も貴センターと連携しながら適切な支援に繋げられたらと思います」、

「聴覚が人間に対してどのように機能するかや補聴器をつけることでの利点、成長時期での影響

があることを学びました」、「療育センター小児科の役割や先生方の考え方を知る機会になりまし

た」、「こあら入所やカンガルー外来など、どのようなことをしているか具体的に知ることができまし

た」、「子どもたちや保護者がどのような療育を経て育ってきたかがたいへんよくわかりました」など

たくさんの感想をいただきました。 

 今年度も多くの皆さまのお申し込み、ご参加ありがとうございました。また、アンケートへのご協

力もありがとうございました。 

皆さまからいただきましたご意見を参考にさせていただき、来年度も企画していく予定です。 

皆さまのご参加をお待ちしております。 

第９回総合療育センター交流セミナー １２月５日（火） 

テーマ：「子どもの聞こえについて学ぼう 

  ～療育センター耳鼻咽喉科のご紹介～」 

                北九州市立総合療育センター  耳鼻咽喉科医師   安松 千絵  

 

 

第１０回総合療育センター交流セミナー １１月１５日（水） 

テーマ：「療育センター小児科の役割を考える 

  ～点と点を繋ぐ医療を目指して～」 

                北九州市立総合療育センター  小児科医師      藤田 弘之 

                                                  髙野 志保  

 

 

 


